
実業界からみたORへの苦言と将来への期待  

小金澤 章吾氏（ジェイアール西日本開発㈱社長）インタビュ山   
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97年初夏に，新大阪にある小金澤氏の本社社屋を  

訪問．「OR学会に対して，経営者の立場から辛口の  

助言・長期計画策定への基本的視座をいただく」とい  

う趣旨を申し上げ，インタビューをスタート 当方か  

ら細かい質問を特にすることなく，悠然とやさしい口  

調でかたっていただいた．以下は，実際の会話の順で  

はないが，論旨・ニュアンスを保ちつつ再構成したも  

のである．  

上野：今日は，OR学会長期計画委員のメンバーとし  

て，ORに関連深い各界の重鎮の方々に辛口の提言を  

いただこうということでまいりました．よろしくお願  

い申し上げます．  

小金i軍：はい．早速ですが，先ず第1に，企業サイド  

からみて残念ながら，「ORの認知度がきわめて低い」  

のではないか？ と思っております．最近，学会の先  

生方と付合って，皆さん思った以上にいろいろな分野  

をまじめに研究なさっている様子は分かってきました  

が，私が勤めていた「マツダ」「JR西日本」ではOR  

の話題は，あまり出てきませんでした．経営の場では，  

本当に皆無と言っていいと思います．今の経営トソプ，  

例えば会長，社長クラスなどは，彼等が若いときに，  

ORの勉強を多少した人もいるようですが，その次の  

世代の経営者には，浸透していないのではないだろう  

か？ そういう意味で，過去のものになりつつあるの  

ではないか？ と懸念されます．  

小金澤：従いまして，ORとしては，「企業活動にど  

のように役立っているのか？」はっきりとした説明が  

いるのだろうと思います．今迄，どんなOUTPUT  

を出しているのだろうか？ 効果・成果を経営陣が分  

かる言葉で説明出来ているのだろうか？ 企業の中に  

根づくということは，具体的に（出来たら定量的に）  

こうした効果があがりましたと証明しつつ，理論・教  

義を説くことではないだろうか？  

小金澤：また，「ORとは，何だろう？」．経営者が理  

解できる言葉で，説明（定義）がいるのだろう．QC   
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は，目的が身近で具体的で判り易い．それに対して  

ORは，万能と聴くが，やや捕らえどころがない．も  

っと目的と具体的事例の研究成果の説明がほしい．あ  

れもこれもできるというのは，それはそうかもしれま  

せんが，わかりにくいという事にもなるのではないで  

しょうか．  

上野：具体的事例と言う事になると，学界以外の例え  

ば，産業界とのより深い連携がいるという事ですか？  

重心を移し替えると言う事も含んでおりますか？  

小金澤：理論重視と産学協同どちらか？ という議論  

があるようですが，第2に申しあげたいのは，「方向  

つけのコンセンサス・覚悟をもつ事」が大切だという  

ことです．産学協同・理論重視どちらかに一本化す  

る／しないという議論ではなく，両方大切だというこ  

とに違いない．したがって，これを認識の程度に留め  

ないで，両方やるんだと言うことがコンセンサス・覚  

悟になっていなければならない。もしなっているとい  

うなら，覚悟を伴った実行力がやや不足していたとい  

う事かも知れません。創立30周年，25周年記念長期  

計画をみせてもらいましたが，ほぼ毎回おなじことを  

言っている点に苦しさが港み出ている．  

小金澤：実学への回帰がすべてであるとは思いません  

が，あれは書いただけ，誰かがやってくれると思って  

いたのだろうか？ 先生方の本当の所は，そうでなか  

ったのか？ と思いたくなります．方向をコンセンサ  

スとして固めたのであれば，分担してやることだ．実  

行あるのみだと思います。   

とにかく，結果としてだろうと思いますけれど，  

色々な方の色々な考えが錯綜して，方針（コンセンサ  

ス）があいまいな霧の中の運営ということだったのだ  

ろうと思わざるを得ません．  

小金澤：当世リストラなど経営者も苦しんでいるが，  

それゆえに企業に役立つものは，どんどん取り入れる．  

ORが企業経営・組織経営にどう役だつのか？ 役立  

てるのか？ もう一度よく考えてみる事が大切であり  
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ます。  

か金澤：のR学会は，立派な方々が携っており，また，  

それぞれの方の教え子も各界にて，数多く立派に活躍  

されている。でも40周年の募金活動をして感じたこ  

とですが，意外と集金能力が低いのには，驚きましたホ  

この点からも，学会として，団頃からもっともっと企  

業とのつながりを密接にしておくことが，必要なので  

はないか？ と思いました。  

止野三今迄のOR，OR活動の問題の指摘はよく分か  

りました。次に9 これらの認識をふまえてヲ ORは今  

後どうしたらいいのか？ 今後のあり方⑳期待につい  

てお謡いただきたいと思います。  

か金澤∴社会の問題複雑化が進んでいる中，「ORが  

果たせる役割は9 大変大きい」と思います。環境問題  

しかりですひ でも，これを進めるときに注意点がある。  

何でもできるとは言わない事です。しかし9 できると  

ころは，厳しく見定めて，責任をもって言う事です¢  

例えば9 昔は9 肺結核にペニシリンがよく効いた。問  

題に対して9 解決法が1：1に対応しており，かつ即  

効性もあり，効果もわかりやすい㊥ 今はそんなことは  

ない鈴 病気が複雑化しているむ1つの手法ですべて解  

決できるものはないという認識が大切だと思います。  

即効薬の消滅と言うかヲ 何にでも効く万能薬がなくな  

った時代というか。この認識の止で，部分的に効く薬  

の開発をやるか医者になるかなどいろいろあると思い  

ますが，できることをどんどん提言する事です。他の  

いいところと，自分の物を組み合わせてやっていくこ  

とが必要なのだろうと思います仰  

小金澤ンDRが貢献出来るテーマとして，どんなテ…  

マが考えられるか？ と言うといろいろとあるのでは。  

例えば危機管理（企業む組織のセキュリティ）がある灼  

多くの企業では，外部のお客様と経営者が来るエレベ  

山タを分けている。これは，危機管理上必要だからで  

す。経営幹部の送迎鉦動車は，ステイタスだけと思う  

と9 勿体無いと言う事になりますが，そうではなく，  

セキュリティ上重要なのです。また，運転手の役割は  

経営者を事故◎災害から守り，家（安全な場所）まで  

送りとどけることです。このように，安全◎危機◎コ  

ストの代替性の議論。これは，一つの例ですが9 今風  

の課題だろうと思います。   

情報の危機管理もあります。ハッカ岬 ，内。外部告  

発，企業人のモラル低下による危機がある。昨今のリ  

ストラによる社員の退職，モラルの低下等のスリム化  

の負の部分からくる社内情報管理の危機は解決が急が  

れる課題でしょう。環境8国際化のテーマもあります  

が，これらの中でも，経営者の関心をひくものがよい  

と思います心 とにかく世の中の重要テーマヲ すなわち，  

環境◎危機管理砂流通等，特に経営者の関心が高いテ  

山マをのR的にアタックするべきでしょう巾  

（特に，募金の観点からいいますと，経営者の心を  

捕まえるのが一番てっとり早い心 そのためにも，社会  

r一般テ叶・マもさることながら経営者向けの研究も必要  

なことだと思います舟）  

か金澤：期待の2つ酎ま，「経営合理化への手法の創  

損」ですか 昨今は正に，合理化の時代です。バブル期  

の清算が急がれる時代です。狙いは，明確であったと  

しても，それを英行するプロセス。手法がいる。例え  

ば，スリム化への改善プロセスはないだろうか？  

「…が足らないから増やす」から「…は充分すぎるか  

らやめるべきだ」と言う，いわば，「加算の発想」か  

ら「引き算の発想」にもとづく新しい手法をだすとか。  

発想が変わったとしたら，この発想を生かす新しい手  

法が必要とされます。QC，VE，ORなどをフル活用  

すれば，うみだせるのではないか？  

か金澤：問題の解決策として9 0Rは，線形計画法，  

待ち行列などいぐつかの手法を開発してきた事を知っ  

ているm しかし9 0Rの手法を直接適用して，今日的  

な経営課題の解決に成功した例は，どれくらいあるの  

だろうかむ その時代その時代の問題にあわせて解決法  

を作っていく事がどうしても必要なのであって，常に  

こうした観点から，目を離さずに，積極的にチャレン  

ジすることが大切だと思います。  

♂』ゝ金澤：ORが貢献出来る（かつ経営者の関心をひ  

く）テ｝∴てアq 分野をうまく選択すること，そしてそれ  

らのテ岬マ。分野にあわせた解決策を開発するという  

活動サイクルをまわすことが今後益々大切になる。こ  

のような努力を積上げていけば，もともとポテンシャ  

ルのある方々の集まりである。更に，世の中から期待  

され，頼りにされるに違いない，またそうなる事を心  

から切望しております。  

小金澤：今別ま，思い付くままに色々と生意気なこと  

を申し上げましたが，気持ちは，ORの発展，OR活  

動の興隆を願ってのことであります。少しでも，皆さ  

んの御参考になれば，ありがたいと思います。  

よ野三木6ゴは9 どうもありがとうございました。  

（インタビュアー．巨野 信行）  
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